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グラ フ ィック ・デ ィス プ レイの紹 介(2)

ま

塩 川 浩 三

前号(voｌ.7Ne.1)で は,井 上十餌雄氏 より画 を出すこととライ ト

ペ ンのピッキング機能 とファンクション ・キーの使用方法の一部が紹

介 されたが,今 回は補助入出力装置の文字キーボー ドか ら文字列を入

力する例 と,ラ イ トペンの トラッキング機能 を使 って図形の移動を行

な う例 を紹介す る,

*九州大学 ユ:学郎応用理学教室、



〈例題 ・1>

この例題は,極 座標R=SIN(θ/M)で 表 わされ る曲線 を表示す る.パ ラメータMは ライトペ ン

で曲線 をピックすることによ り一定きざみで変えることができる.パ ラメー タの初期値,き ざみは文

字 ・キーボー ドより入力す る.

フ ローチャー トを下に示す.

例 題1



<例1>

 FACOM 230-6J FORTRAN C -731801- (V-05.L-01)CO11PIL.ATIOII 

RII 1>C DISPLAY *** R SIN(THFTA/t1) *** 
DIr1EtlSInH 6CT(32)'UPT(20) •r,nA(2048) 

      2O111ENSICMI X(720).Y(720) 
      3CALL ,,OPFll(1.0CT,32) 

      4CALL GUOA('F33',GUA.2048) 
      5CALL AiOPT (OPT . ' VDR 9 

                   CALL 6R1DU(OPT,0.J.0.0.1.3,1.3) 
       7CALL (,11ASK(1.'MOF',1) 

8 131 CALL (iLIST('CN ,'VE'.'SYM',,bOt''0.1) 
    9MAx=36'; 

10 CALL 0KFYIN(1,-1124,O.f1100LAG',M) 
      11 100 FCRIIATC'SHIOKAWA (R-THETA) NU(I5)',15) 

C KEYI11 I'(INL' I3) N(STEP' I2) 
      12 20 CALL A,KEYtN(1,-3J0,00.1200SML',I'1.N) 

      13 120 F'UItr,AT('11iITIAL(13) 1,I3•' STEp(12) '.12) 
     14If (tI*N.E0.G) GO TO 20 

      15CALL OLTGHT(1,1ON',1) 
      16 21 CALL GNAH1:(GDA,OPT,'SYII'.'bOl ','CLR') 

     17CALL 00FAt (-A .2,1.1) 
18CALL GCHAR(i1121.'LAG'.N) 

      19 121 FLR11AT('R SIN(TIIETA/',130)') 
2CCALI. ,11AME(GDA,NPT,'CUH','VF') 
21TNETA:1=6.2831853*M/MAX 
    22PO 31 I-1.MAX 

      23TNF.TA=THF. i AO* I 
     24R=SIIJ(THFTA/t1) 

     25X(I)-Il*c (THETA) 
2bY(1)=Is*SI11(THETA) 
27 31 C"NTIouE 
28CALL ASPEb+II0.O,'.0) 

     29CALL OVFCTR(X,Y,MAX) 
      30CALL GCI.FAR(1.'FIOF') 
     31CALL 001SP(1,O0A) 

C PICK Clll',VF (NEXT) / pICK SYMBOL (START) / M KEY 1 (SIN') 
     32CALL GETID(1'L1•L2) 

       33CALL. 0J(IMPof131.L1,1.2.I4)./041.'11) 
     34 40 M=m 4-N 

35Go To 21 
30 41 CALL GCLEAH(1,'n,IIF') 

      37CALL (iLIOHT(10OF'.1) 
  38C To 20 

39 1,' CNLL NCIc1SE(1) 
4,STOP 
  41ENO

プ賞グラムのステ～ トメン ト・ナ ンバーに従って説明する.

讐は グラフィック ・ジョブ開始にあた})領 域を確保するための宣言である.

3は ディスプレイ装置 とユーザープログラム を結合 し,GCTを 定 義す る.

4はGDOAを 定義す る.

5はGOPTを 定義する.こ の例では輝度を"VeryBRight"と 指 定 し,そ の他は標準値 を使 う.

6は ユーザ ・グリ ッ ドを定義する.こ の場合表示範囲の中心はCRTの中心 で,表 示範囲の半径 は

1.3と して とt)あ つ かうことになる.

7は ファンクショ ン ・キー1を 押 した ときだけ罰 り込み可能にする.

9は 文番号 憩oのFoymatで 示 され る書式がディスプレイ され,文 字 ・キーボー ドからの入力待 ち

になる.プ ログラムの標題をディスプレイす ることに より,ど のプログラム が実行 を開始 したか

を知 ることができる.ユ ーザか らの指示がなければディスプレイをしないようなプログラム を作

ると,ど の時点でジョブが実行 を開始 したかわか らないので表題 をディスプレイするか,フ ァン

クショ ン ・キー を点灯 した方がよい.文 字 ・キーボー ドか らの入力方法はGSP601文 法編の付録

く1～7)を 参 照の こと.こ の例題では入力 した数値 は使用 していないがWRITE文 で書きだして

お くと,デ バ ッグの際便利である.



11は 文 番 号120のFormatで 示 され る 書 式 に 従 っ て 初 期 値M,き ざみNを 文 字 ・キ ー ボ ー ドよ り入

力 す る.書 式 は で き る だ け 詳 し く して お い た 方 が 便 利 で あ る.

14は フ ァ ン ク シ ョ ン ・キー1の ラ ン プ を 点 灯 す る.

15～18は 標 題 を格 納 す る エ レ メ ン トをつ くる.こ の エ レ メ ン トの 識 別 記 号 は"SYM","BOL"で 標

題 は 文 番 号121のFormatで 示 さ れ る.

19～28は 曲 線 図形 を格 納 す る エ レ メ ン トをつ く る.こ の エ レ メ ン トの 識 別 記 号 は"CUR","VE"で

あ る.ま ず 極 座 標 を直 交 座 標 に 変 換 し(20～26),こ れ をベ ク トル で結 ぶ.

29は デ ィ ス プ レ イ ・バ ッ フ ァ を初 期 化 す る.こ れ ま で 表 示 さ れ て い た 図 形 は 消 さ れ る.

30はGDAに 入 っ て い る エ レ メ ン ト("SYM","BOL"と"CUR","VE")を デ ィ ス プ レ イ ・バ ッ フ

ァ に 送 り,CRTに 表 示 さ せ る.

31～33は 割 り込 み を う け つ け る.曲 線 図形(エ レ メ ン ト名"CUR","VE")を ピ ッ クす る と文 番 号

40へ,標 題(エ レ メ ン ト名"SYM","BOL")を ピ ッ クす る と文 番 号41へ,フ ァ ン ク シ ョ ン ・キー

1を 押 す と文 番 号10ヘ ジャ ン プ す る.

34～35はMに き ざみNを 加 え て,文 番 号21ヘ ジ ャ ン プ し,次 の 図 形 を表 示 す る こ とに な る.

36～38は デ ィ ス プ レ イ ・バ ッ フ ァ を初 期 化 し,フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー1の ラ ン プ を消 し,文 番 号20

ヘ ジャ ン プ して,あ ら た め て初 期 値,き ざ み を入 力 す る .

39～40は デ ィ ス プ レ イ 装 置 を切 り離 し ジ ョ ブ を 終 了 す る.



〈例題 ・2>

この例題はライ トペンの トラッキング機能 を利用 し,図 形 を移動す るものである.

フローチャー トを下に示す.

例 題2



 FACOM 230-60 FORTRAN C -730601- (V-05.L-01)COMPILATION 

<04 2 > c MOVE        1 
DIMENSION GCT(32)'0PT(20)'GDC(256),GDV(2048) 

       2 DIMENSION U(1024).V(1024) 
       3 DATA R,MAX / 100.0.1024 / 

       4 CALL GOPEN(1,GCT,32) 
        5 CALL GDOA('F33',GDC,256,GDVi2u48) 
        6 CALL GRIDU(OPT,0.0,0.0,1024.0•1024.0) 
        7 CALL GMASK(1,'MOF',1.34,35) 
       8 121 CALL GLIST('CIR','CLE') 
       9 131 CALL GLIST(0^3540,34) 
       10 141 CALL GLIST('CIR','CLE','VEC,,'TOR') 
      11 151 CALL GLIST('CIR','CLE',O.l) 
       12 CALL GKEYINC1,-1024,O,10100,'LAG'.I)       13 

100 FORMAT('SHIOKAWA (MOVE) NO(I5)',15) 
14 CALL GNAME(GDC,OPT,'CIR'•'CLE') 

      15 CALL GINSCR('VBR') 
      16 CALL GSBEAM(R,0.0) 
     17 DO 21 1.1,60 

     18 W0.20943951*I 
     19 X•R*COS (W)      2

0 Y•R„SIN(W) 
     21 CALL GVECTR(X,Y) 

     22 21 CONTINUE 
      23 CALL GINSCR(•BRT') 

       24 23 CALL GNAME(GDV'OPT,'VEC','TOR'•'CLR') 
     25 CALL GSPACE(1024) 
      26 CALL GDISP(10GUC'GDV) 

C PICK CIRCLE 
      27 CALL GETID(1'L1'L2) 

      28 CALL GJUMP(41121.L1.L2,22) 
      29 22 CALL GTRKB(1,0.0,20) 
   30 M•0 

    31 X.Y•0.0 
C TRACE TRACKING SYMBOL       32 3

0 CALL GETID(l.Ll,L2) 
      33 CALL GJUMP(41131,LI,L20310032) 
     34 31 M-M+1 

      35 IF(M•GT.MAX) GO TO 32 
96 CALL GETXY(1,U(M),V(M)4OPT) 

       37 CALL GMOVE(1,'CIR.0CLE',U(M).X,V(M).Y,OPT) 
    38 X•U(M) 

    39 Y^V(M) 
    40 GO TO 30 

      41 32 CALL GETXY(1,IX,IY) 
     42 CALL GTRKE(1) 
       43 CALL GALSCRCI•'CIR','CLE','WNK') 
      44 CALL GNAME(GDV.OPT.'VEC'•'TOR'•'CLR') 

45 CALL GSBEAM(0•0,0.0) 
      46 CALL GPOINT(U.V,M) 
       47 CALL GRDISP(1'GDV''VEC'''TOR') 
           c PICK CIRCLE (CONT) / VECTOR (BACK) 

      48 CALL GET!D(1.L1.L2) 
      49 CALL GJUMP($14+.L1,L2.*41042)        5

0 41 CALL GALSCR(1, CIR','CLE'.'STD') 
   51CALL  

52 CALL GSPACE(1024)T,'VEC'.'TOR','CLR') 
53 CALL GRDISP(1,GDV.'VEC','TOR') 
54 CALL GTRKB(1'IX'IY'20) 

    55 GO TO 30 
56 42 CALL GALSCR(1,'VEC','TOR','WNK') 

      57 CALL GALSCR(10CIR','CLE','STD•) 
58 DO 43 I•M-1.1.-1 
59 CALL GMOVE(1,'CIR','CLE'•U(I)-X,V(1)-Y,OPT) 

    60 X.U(I) 
    61 Y•V(I) 
     62 43 CONTINUE 
           C PICK CIRCLE (RESTART) / MAKE KEY 1 (STOP) 

      63 CALL GLIGHT(1''ON'11) 
      64 CALL GETID(I,L1,L2) 
      65 CALL GJUMP(*151•L1,L2'i151,&10) 
      66 51 CALL GCLEAR(I,'BUF') 
      67 CALL GLIGHT(1''OF'.1) 
    68 GO TO 23 

      69 10 CALL GCLOSE(1) 
   70 STOP 

   71 END



プログラムのステー トメン トナンバーに従って説明す る.

1は ディスプレイ ・ジョブに必要な領域 を確保する.

4は ディスプレイ装置とユーザ ・プログラム を結合 しGCTを 定義す る.

5はGDOAを 定義する.

6は 表示範囲を定義する.こ の場合表示範囲の中心はCRTの中心 で,CRTの 半径が1024.0と み

なすことになる.

7は ファンクション ・キー1を 押 したとき,お よびライ ト・ペンの追尾,位 置決めに よる割 り込み

を可能にする.

8～llはGJUMP命 令の各文番号に対す る識別記号の割 り当てを指定す る.

12は どのプログラムが実行 を開始 したかを知 らせ るための標題をディスプレイし,文 字 ・キーボー

ドからの入力待 ちになる.

14～22は 円 を表示するエレメン トを作成す る.エ レメント名は`℃IR",`℃LE"でGDCと い うGD

OAに 格 納 される.な お輝度は標準値 では暗いので"VBR"を 指 定 し,円 は2団 重ねて描 く、

23は 輝度 を標準値に もどす.

24～25はOverlay領 域 として1e24語 の領域 をとり"V£C","TOR"と い うエレメン ト名をつけてお

く.

26はGDC,GDVの 内容 をディスプレイ ・バッファに送 る。この場合14～22で 作成 した円がディス

プレイされる,

27～28は 表示中の円をピックす るまで待 ち状態になる.ピ ックすると文番号20の 文ヘ ジャンプする.

29はCRTの 中心に トラッキングシンボルを表示す る.ま た トラッキングシンボルの位置をあら わ

すXYカ ウンタは20ラ スタユニッ トごとに更新 され る.

32～33は ラ イ トペ ンによりトラッキングシンボルを移動 させる場合の割 り込みを処理す る.ト ラッ

キングシンボルが20ラ スタユニッ ト移動するとXYカ ウンタの値が更新 され,文 番号31の 文 ヘジ

ャンプす る.ま たライ トペン ・スイッチを開 くと文番号32の 文にジャンプする.

36はXYカ ウ ンタの内容 を知る.U(M)にX座 標,V(M)にY座 標がユーザxニ ッ トによ り格

納 される.

37は 円 を移動させ る.U,Vは 移動量を与 える.

41はXYカ ウ ンタの内容をとりだす.GOPTが 省略されているので,IX,IYに ラ スタユニ ットで

格納される.

42は トラッキングシンボルを消す.

43は 円 を明滅 させる.

44～46はGDVに"VEC","TOR"と い うエレメントをつ くる。このエ レメン トは トラッキングシン

ボルの軌跡 を表示するためのエ レメン トである.

47は デ ィスプレイ ・バ ッファ中にある"VEC","TOR"と い うエ レメントをGDVに 格納されたエレ

メントで置 き換える.こ のようにエ レメン トの置き換 えを行 うときは同 じエレメン ト名をもつ よ



うにした方がよい.

48～49は 円 または軌跡をピックす るまで待ち状態になる.円 をピックすると文番号41の 文へ,軌 跡

をピックす ると文番号42の 文ヘ ジャンプす る.

50は 円の明滅 をやめ る.

51～52は デ ィスプレイ ・バッファ中の"VEC","TOR"と い うエ レメン トを再 びNODATA語 でお

きかえる.表 示 されていた軌跡が消える.

54は 再 び トラッキングシンボルが表示 され,XYカ ウンタが20ラ スタユニ ットごとに更新 される,

56は 軌 跡を明滅させ る.

57は 円の明滅 をやめ る.

58～62は 円が軌跡 を逆にた どって原点にもどるように移動させ る。

63は ファンクション ・キー1を 点灯する.

64～65は 円 をピックするか,フ ァンクション ・キー-1を 押す まで待 ち状態になる.円 をピックする

と文番号51の 文ヘ ジャンプし,フ ァンクション ・キー1を 押す と文番号10の 文ヘジャンプす る.

66は ディスプレイ ・バッファを初期化する.

67は ファンクション ・キー1の ランプを消す.

69～70は ディスプレイ ・装置 を切 り離 し,ジ ョブを終了する.


